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南 海 不 動 産 株 式 会 社

企 画 部 ／ 新 規 事 業 開 発 担 当

『Ｊａｐａｌ』

（ネパール高度ＩＴ人材紹介サービス）

事業開発責任者

お問い合わせは
コチラから！

塚 本 洋 平
Y O H E I    T S U K A M O T O



南海不動産株式会社

南海電気鉄道株式会社

“なんかいいね“があふれてる

1885年創業、1925年設立。大阪・難波から関西国際空港や、和

歌山・和歌山港、高野山まで営業キロ程154.8km、約700車両を

有し、年間2億人前後の旅客の交通を担っている。

日本で最初の純民間資本による鉄道会社としてスタートし、鉄道

事業を中心に運輸・不動産・流通・レジャー・建設など、幅広く

事業を展開。これまでに築き上げてきた伝統をバックボーンに、

ブランドスローガン❛なんかいいね❜があふれる明るい未来を目

指し、安全性、利便性、快適性と良質なコミュニケーションを追

求している。

まちに、新しい風を。─NEXT WING─

1987年設立。関西圏を中心に南海沿線内外で、マンション、戸

建分譲、リフォーム、賃貸、企画開発、法人コンサルを展開。

住宅以外にも、人と街、世界を結び、次世代に誇る最先端のビ

ジネスモデルを構築しており、移り替わる時代と共に多様化す

るライフスタイルと生活へのニーズに対応し、人々の想いに向

き合いながら、「住まい」「まち」により良い豊かさを届ける

ために、日々新しいことに挑戦し続けている。

(東証1部9044)

本 社：大阪市浪速区敷津東二丁目1番41号

従業員数：(連結)約9,100人 (単体)約2,900人

(南海電気鉄道株式会社100％子会社)

本 社：大阪市浪速区難波中二丁目7番2号

従業員数：約90人
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お問い合わせは
コチラから

事業エリア
なんばを拠点とし、大阪中南部・和歌山を中心に事業を展開

関 西 国 際 空 港

和 歌 山 市 高 野 山

NANKAI
group

な ん ば



─ トークテーマ ─ 

Ｊａｐａｌの取組みとは？

ＩＴ経済特区・沖縄県での活動内容
─イベント開催による沖縄県内企業との繋がり─

今後の展望
─日本全国の地方自治体等と連携し、

さらなる高度外国人材を活用─
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Ｊａｐａｌの取組みとは？



お問い合わせは
コチラから

・私たちが運営しているネパール首都カトマンズの

日本語学校を拠点として、直接人材を集めています。

・ネパール現地で日本語教育（日常会話レベル）を

無償で提供し、人材を紹介します。

Ｊａｐａｌの取組みとは？



Ｊａｐａｌの取組みとは？

お問い合わせは
コチラから

1
Point.

人材集めに
エージェントを介していない！

2
Point.

ネパール人材側から
一切の費用をもらっていない！



Ｊａｐａｌの取組みとは？

お問い合わせは
コチラから

背景にある社会問題・・・

技能実習制度は

多額の借金を抱えて母国から来日



Ｊａｐａｌの取組みとは？

お問い合わせは
コチラから

背景にある社会課題・・・

日本

2030年にIT人材が最大79万人不足する（経済産業省発表）

ネパール

国策でIT産業の発展に取り組み、優秀な人材育成を

するも、ネパール国内での働く場所の不足



本当に優秀な人材に、等しく日本語教育

お問い合わせは
コチラから

Ｊａｐａｌの取組みとは？

Japalの解決法

日本企業の就職内定を取得後に無料の日本語教育
※ビザは技術人文知識国際業務ビザです



TERAKOYA Academia,Inc.
代表取締役社長／会長

『Ｊａｐａｌ』

ネパール人材コンサル／日本語教育担当

Ｊａｐａｌの取組みとは？

シャラド・ライ
R A I S H A R A D



首都：カトマンズ

人口：約2,970万人

国教：ヒンドゥー教(81.3％)、仏教(9.0％)等

言語：ネパール語、ヒンディー語、英語

内政：2008年王政廃止、2015年新憲法公布

外征：1956年日本ネパール外交関係樹立以来、良好な関係を構築し、親日国に。

在日人数：95,367人（1位：中国 2位：韓国 ・・・・・ 6位：ネパール）

国内総生産：323億ドル（98位／世界185か国中）

※外務省HPより引用

2つの三角形を合わせた、世界で

唯一の形をした国旗。2つの三角

はヒラヤマ山脈をかたどり、ヒンドゥー

教・仏教の2大宗教を意味する。

国花であるシャクナゲの赤で国民

の勇気を、青で平和と調和をあら

わしている。

国 旗

IT産業におけるネパールの可能性

ネパールは、オフショア開発国として注目を浴びているベトナム
の状況に近く、今後発展期に入ると見られている。
理由として、①英語が話せる ②ハイコストパフォーマンスである
ため、日本市場ではあまり馴染みがない一方で、欧米やオーストラ
リアからの受託開発実績は十分蓄積されている。
また、隣国インドとのつながりが深く、インドの大手IT企業の影響
のもと、最新技術のノウハウを持つエンジニアが豊富に存在する。

ネパール人の特徴

協調性があり、真面目な性格。ホスピタリティ精神。
Japal人材は現地の富裕層の為、教育水準が高い。

在日本ネパール国大使館訪問 アンビカ・ジョシ参事官

(2021.7.29)
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お問い合わせは
コチラから

ＩＴ経済特区・沖縄県での活動内容

ＩＴ経済特区である沖縄県内企業に

ネパール高度人材の魅力を

知ってもらう

沖縄イベントの趣旨



ＩＴ経済特区・沖縄県での活動内容



（１）基調講演

「これまでの沖縄の情報通信関連産業の発展と今後の求められる方向性」
登壇者：一般財団法人沖縄ITイノベーション戦略センター

シニアリサーチャー 北嶋 修
（２）基調講演

「経済特区沖縄県における高度外国人材の活かし方」
登壇者：行政書士法人第一綜合事務所

代表社員/特定行政書士 若松 直
（３）トークセッション

「沖縄県企業における高度外国人材（ネパール）の働き方」
登壇者：株式会社青空（本社：沖縄県）

代表取締役 水谷真史
プジャン ライ

お問い合わせは
コチラから

ＩＴ経済特区・沖縄県での活動内容

沖縄イベント概要



SPECIAL THANKS!!
お問い合わせは

コチラから

その他イベント開催実績

イベント一覧

参加者：100名

参加者： 60名

参加者： 48名

参加者： 60名

参加者： 43名

参加者： 37名

参加者： 60名

参加者： 15名

参加者： 15名

参加者：100名

① 4月 14日 場所：大阪 協力：三菱UFJ銀行 MUICKansai

② 7月 30日 場所：大阪 協力：関西電力

③ 8月 26日 場所：東京 協力：第一プログレス

④10月 8日 場所：大阪 協力：インデペンデンツクラブ

⑤10月12日 場所：大阪 協力：Transcend-Learning／南海電鉄 等

⑥10月21日 場所：沖縄 協力：青空／沖縄ITイノベーション戦略センター

⑦11月 1日 場所：東京 協力：インデペンデンツクラブ

⑧11月 9日 場所：大阪 協力：ソフト産業プラザTEQS（大阪産業局）

⑨11月10日 場所：大阪 協力：WeWorkなんばスカイオ／コマイ

⑩11月17日 場所：大阪 協力：IBPC大阪（一般財団法人大阪国際経済振興センター)

※招待されたイベント含む



その他イベント実績



主催 共催

協力 三菱UFJ銀行

テーマ『 地方企業における高度外国人材の活用方法』

日時 ８月２６日（木）１４時～１６時
主催 南海不動産株式会社 株式会社大倉 TERAKOYA Academia,Inc.
共催 株式会社第一プログレス
協力 行政書士法人第一綜合事務所 株式会社マツムラ

株式会社三菱UFJ銀行
来賓 在日本ネパール国大使館



主催 共催
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株式会社三菱UFJ銀行
来賓 在日本ネパール国大使館

出版社：株式会社第一プログレス

TURNS（ターンズ）は、日本の“地域”をテーマに、ローカルで暮らす魅力（自然・人・ライフス
タイル・文化・食・産業・アートなど）、そこで生活する人々の姿やその仕事、地域活性化に取り
組む団体や活動、そこで生きるための知恵（受け入れ制度、支援策、就職、住まい、起業ノウハウ

など）まで、さまざまな情報を提供し、人と暮らしそして地域をつなぎます。



登 壇 者 紹 介

高度外国人材との共生
─ダイバーシティ経営について考える─

日時：10月12日（火）14時00分～16時00分

会場：オフライン：MUIC Kansai

会場 大阪府大阪市中央区伏見町3-6-3

三菱UFJ信託銀行大阪ビル1F

オンライン：ZOOMウェビナー（ハイブリット型）

主催：南海不動産株式会社／株式会社大倉／
TERAKOYA Academia,Inc.

共催：一般社団法人関西イノベーションセンター
（MUICKansai）

協力：南海電気鉄道株式会社
一般社団法人Transcend-Learning
株式会社マツムラ
行政書士法人第一綜合事務所
株式会社クニエ
株式会社Be&Do
株式会社三菱UFJ銀行 （順不同）

【トークセッションテーマ】

・日本人経営者と外国人労働者の円滑な「コミュニケーション」

・日本人社員にはない高度外国人材の強みと雇用継続のために必要なこと

その他イベント開催実績
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─イベント開催による沖縄県内企業との繋がり─
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全国の地方自治体と連携し

高度外国人材（ネパール）を活用した

Japal事業で地方創生を担う企業の

サポートをしていきたい
お問い合わせは

コチラから

今後の展望



事業主 南海不動産株式会社／株式会社大倉

ネパール担当 TERAKOYA Academia,Inc.

顧問弁護士 岩谷・村本・山口法律事務所 弁護士 山口要介

顧問行政書士 行政書士法人第一綜合事務所 代表社員/特定行政書士 若松直

来日後日本語教育 一般社団法人Transcend-Learning（関西大学国際部）

協力企業 SUCCESS-Osaka

（関西大学・大阪大学・大阪市立大学・大阪府立大学）

三菱UFJ銀行／一般社団法人関西イノベーションセンター

第一プログレス／インデペンデンツクラブ

沖縄ITイノベーション戦略センター／青空／琉球Digico

ソフト産業プラザTEQS（公益財団法人大阪産業局）

WeWorkなんばスカイオ／neartech group

一般財団法人大阪国際経済振興センター（IBPC大阪）

コマイ／クニエ／Be&Do／総務の窓口／マツムラ／南海電気鉄道 他

お問い合わせは
コチラから

Japal 協同パートナー紹介



ご静聴ありがとうございました
Thank you very much for your attention.


